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慮溝棟事件で日中戦漕が全面化した1937年、まだ28歳のドイツプゝ判動学肴ヴオルプラム・エー州側  

バ、…ハルトは、訂中国昔話椚クィア』といす本をドイ㌢譜で出し㌣いるト㈲甜ねm捌附加血  

ii〆訂■押錯血涙壷溺甜軌1転m鰍ぬ紺∴。，のちにアメ1jカに移住して多方面の研究昏を出すことにな  

る著者の、 まだ年若いf噂期♂）仕事でありた。日中戦争以前の中国で相楽料を発約Lた昔話汐）タ  

イプ。インデックスとLで、日本では院敬吾の『H奉昔話東成』牽彗 のちに鵡た種豚闇二の  

順牒瑠儲蘭蘭』などで虹 比較グ）ため汐〕基本穿｛として長く使われてきた′」   

ところで、このエ蜘岬バーー鵬ハルト餌）本では、巻頭にト舷の嚢御旗くLて本番は成らなかった”j  

として‾n－s－∽矧肌g∵縛hほ乱血㍉1血＝へ湖瀾層がある。こ卯協力者が新注省金磯出身の骨粉  

発という尤物で、193り年前後の言「民権㍍断り」】などに「省立金華七草」という層欝で郷里の£藍俗に  

ついての瓦牽を番いていることは分かっても′－たが、薫・・の経歴やエ帆－バー…－ハルト恥幻協功椚虜凋  

はほとんど知られていなかった。   

民国期の普溺研究に関心をもて）馬場英子、瀬巨日充子、「野明巨竜番椚≡三Åは∴曇〔〉藍）1年から2酬2年  

にかけ1∴ 上海文聯（現在は復旦大学副緻授）の那丑有の援助をえて、蔑登市蘭冤鱗で椚晋詣  

の開封取りと曹松葉の調査をおこなった。蘭凝濁購にセほ∴ 虫瑠市民開基業家瀾億常磯打落に  

よる関係者からグ）聞き取りがなされ、かなり分かるようになったり牒瀾摘摘嘉i～i激怒蘭竺二転鎮静籠  

袈（稿本）』全2冊，、参照） 

瞥松葉は1錮7年生まれ、南京貯蔵等師範を草深Lてアモイ職魔凛登廉澤牒闇雄唖膵臓雄視巨  

1∴犯7年までLていたが，、im左f乳≧ を疑われて魂約を更新できなかったという′。こ伊）時期1、魯迅の  

作品に影響を澄むナて創作を読みでいる。二L927年に郷兇㌦㌔帰り、省立ヒ中伊）教員となノニ）たく。練誌に  

掲載きれた十数編グ）濫費は1鶉 これ以後の数年間に纂砕ま㌦ている。約ちにエ血パ加佃プ、りレトに捷ノ眺  

された昔話は丸 この時期に学巷美ちの協力をえてまと鴎磨滅幻滅L詔   

茂93▼尋年、ベルリン民族学馴勿館から中国に派遺されたエ叫Mバ仙川レトは、同年9月に金華を訪  

れて曹松葉に会扉つているこ1そ紺凱 骨松紫は自分の採録した昔話約500琵舌、民謡約4扮（将は、出版  

のため送った上海で焼沫H㌦たと活した にれは¶と9；ヨが臣汐）「上海事変」で日本軍が商務即啓館射認  

破Lたことを緒Lたのかもしれない）。）ところがエ加〟川パ仰山ノ㌔ル苫、が管絃灘の協力を得て現地調教  

をおこなったあと、北京に滞在中の同年冬に、そ絆手稿が無翠であったことが判明し、きっそ  

く7冊に収める475話が骨粉葉から送られてきた。   

3年後に刊行された 粁’中国貰儲のタイプ無蓋j の例話には、この手稿に収める昔話が多数挙げら  

※東京都立東学牽「誉教授8中国民詣汐）急性誰某ゝ  

・l   



れていた。′ さらにエー・▲叫バ伽ハル㌻、は、手稿に収める普請のすべてをドイツ語に新訳し、以後、  

戦後にいたるまでのさまぎまな刊行物に掲載L′て、曹松葉の記録を高く評価していた。しかし、  

エ加仲山バ仰ハルトがナチを嫌ノつてドイツを去ったあと、ベルリン民族博物館に保存されていた手  

稿は、のちに にんどはほんとうに＼き 戦火で焼失して集われた。 

▲方、蚕‡！春草に占領された金華でほ、密栓藻の長妃が塊偶の郷長となっていた。。そこにいた  

骨粉紫は共和国成立後伊〕197浅年まで教職についており、晩年は「はだLの医者」に従濱七、柑闇  

隼に亡くなった。エ減バ仙ハルトとは、そ鞘後句 意番による往潔があったかどうかさえも判然  

とLない。知識Åとしての術状は地元では知られていたも椚の乃 エγパーwハルトヘ抑協力が本  

丸から語られた形跡は無く、中国の民間一丈学研究史で‡も取り上げられることばなかった。   

鮒紺隼4㌦5月に刊行きれた馬場骨髄腫巨守一野編訳『中国昔話凝』全2冊（平凡社一束隕文庫う  

は、エ…バーノ㍉ル†、の『中国昔話のタイプ週 に工鳶がって、215タイプの例話を全訳したもので  

あ嵐。そのなかにほ磯蘭がドイツ語訳から復元した嘗桧葉の記録尋〕20艶話ふくまれている。   

中国の昔話のタイプ・イ、ンデック又としては、その後、アメリカ在住の仁勘司人学者丁乃通が、  

欧米で作られたAT げ恒血ルネ・トンプソン）分類による索引針膵洛隼に刊行している。これは  

文化太革命以前の資料をほぼ網羅して作成きれている〔〟）   

しかぞJ、『l中間昏詣集』の編訳者たちは、むLろエ山一・バh…ノりレトの抒√中国昔話のタイプ』の華巨ミ  

白銅構成が∴漁民族銅管詣Ⅵ解磯をより正確に伝えて㌦篭ると考えた（。同番の解説によると、そ  

のこたは20椴l㌦2002年に編訳者たちが盤攣で採録した昔話や、近年の中国で刊行された「虜開放  

率集成」との比較でも、検証することができるというしつ   

以上畏措か記Lた釣は、もちろん『中国昔話魔』という労作の刊行を循弁Lたかった結か  

あるが＼笹時に∴外国Åの相磯磯とブイ仙川ンドで抗協か者椚関係について成一H－・つの事例を知っ  

てほLいという気持ちがあったためである1」   

凝蘭L；わたLが手にしノた萩中美枝夢ヤイヌ¶文化ノ㌦の招待』に弥非番店、2007年ラ には、著者  

♂〕配偶者であった如里素志保からあずかった ト∴高時代椚ノー岬上蓋 汐）なかに、アイヌであるた  

めに受ける迫害や侮蔑から逃れることのできなも、息苦しみが薔きつらねてあったことが紹介きれ  

でい嵐。さらに、その加盟が死釣直前に、「二階にあるブザー∵ルドー ノー叫】′トはかくして置けよ。  

あれがあるってわかれば、還㌔1ろ畏寄ってたかって持っていってLまうからな」と言い残L．て、、  

m－増汚グ）目寒Å研究者に対Lて強い警戒心を示更ノていたことが語られている。   

時代も状況もちがうし、曹桧葉とほ歳年下の外巨国人であるエーバ…ハルトとのあいだには、ニ  

の知展♂〕場合とはちがう確かな信頼関係があて）たように思われる。その曹粉食の肉声が、時代  

の波にかき消容れて、複・鋸二倍わらなかったのは残念であるが。  
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